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鎌
倉
楽
し
む
会 

紙
上
散
策 

   
 古

都
鎌
倉
の
早
春
を
告
げ
る
紅
梅
に
誘
わ
れ
、
海
な

お
蒼
く
、
冠
雪
の
霊
峰
富
士
に
も
誘
わ
れ
、
遠
く
は

元
寇
の
使
者
の
遺
跡
、
日
蓮
聖
人
の
数
々
の
物
語
が

存
在
す
る
「
刑
場
跡
」
や
平
家
を
滅
亡
に
追
い
込
み
鎌

倉
殿
へ
の
凱
旋
を
夢
見
た
「
義
経
の
腰
越
状
」
な
ど
が

広
が
る
満
福
寺
。
微
か
に
歴
史
の
風
を
味
わ
い
な
が

ら
の
「
も
一
度
！
鎌
倉
」
の
紙
上
散
策
へ
と
誘
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。 

 

ご
案
内
は 

〇
密
蔵
寺―

本
蓮
寺―

常
立
寺―

龍
口
明
神
社
旧

社
殿―

龍
口
刑
場
跡
・
龍
口
寺―

浄
泉
寺―

小
動
神

社―

満
福
寺―

行
合
川―

日
蓮
聖
人
祈
雨
旧
跡
（
霊

光
寺
）  

 

〇 

江
ノ
電
藤
沢
駅
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
江
ノ
電
・
江

ノ
島
駅
か
ら
片
瀬
の
史
跡
・
寺
院
を
め
ぐ
り
、
腰
越
の

義
経
の
悲
劇
の
始
ま
り
と
な
る
「
満
福
寺
」
ほ
か
近
隣

の
社
寺
を
巡
り
、
日
蓮
上
人
の
祈
雨
旧
跡
な
ど
の
歴

史
通
で
す
。 

 

「 

史
跡
一
遍
上
人
地
蔵
堂
跡 

」 

 

弘
安
五
年
（12

8
2

）
三
月
一
日
、
遊
行
廻
国
中
の

一
遍
上
人
が
巨
福
呂
坂
か
ら
、
鎌
倉
に
入
ろ
う
と
し

た
と
こ
ろ
「北
条
時
宗
」
の
供
の
武
士
に
阻
止
さ
れ
た
。

そ
の
夜
、
一
遍
上
人
の
一
行
は
、
や
む
な
く
野
宿
を

決
め
た
。
こ
の
時
、
鎌
倉
中
の
一
遍
上
人
を
慕
う
者

達
が
食
物
を
運
ん
で
供
し
た
と
い
う
。 

こ
の
法
難
霊
場
の
地
に
立
て
ら
れ
た
お
寺
は
、
現

在
の
鎌
倉
・
山
ノ
内
の
ク
ル
ス
紋
の
あ
る
「
光
照
寺
」

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

一
遍
上
人
の
一
行
は
、
三
月
七
日
に
は
片
瀬
の
浜

の
地
蔵
堂
に
移
り
、
七
月
半
ば
ま
で
布
教
し
、
大
勢

の
帰
依
す
る
俗
衆
が
訪
れ
、
紫
雲
が
沸
き
上
が
る
な

ど
の
奇
瑞
が
あ
ら
わ
れ
、
花
が
降
り
始
め
た
と
い
う

奇
瑞
も
続
い
た
と
い
う
。 

そ
の
場
所
は
、
こ
の
「
地
蔵
堂
跡
」
の
標
識
が
立
っ

て
い
る
所
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

 

「ゑ
能
し
満
（江
の
島
）道
」の
道
標 

 

こ
の
道
標
は
「江
の
島
弁
財
天
」
を
篤
く
信
仰
し
て

い
た
「杉
山
和
一
検
校
（16

1
0

-9
4

）が
、
江
島
神
社

へ
の
参
詣
者
の
た
め
に
東
海
道
藤
沢
宿
か
ら
の
「
江

の
島
道
」に
四
十
八
基
を
寄
進
し
た
も
の
で
あ
る
。
杉

山
検
校
は
、
伊
勢
藤
堂
藩
士
の
子
と
し
て
生
ま
れ
た

が
、
幼
く
し
て
失
明
。
鍼
術
を
学
び
、
成
人
し
江
島
弁

財
天
に
参
詣
し
て
、
管
を
用
い
る
管
鍼
術
を
考
案
し

た
。
寛
文
十
年
（16

7
0

）
検
校
（
盲
人
に
与
え
ら
れ

る
最
高
位
）
と
な
り
、
五
代
将
軍
徳
川
綱
吉
公
に
鍼

治
療
を
行
い
、
将
軍
家
御
用
医
師
と
な
っ
た
。 

現
在
は
、
江
戸
隅
田
の
堅
川
に
拝
領
し
た
土
地
に

「
江
島
杉
山
神
社
」
を
建
立
し
、
江
の
島
の
奥
宮
を
模

し
た
造
り
方
も
附
随
し
た
神
社
に
お
祀
り
さ
れ
て
い

ま
す
。 

 

「 

密
蔵
寺 

」 

 

開
山
は
徳
治
元
年
（13

0
6

）の
鎌
倉
時
代
後
期
に

「
有
弁
」
と
い
う
僧
が
建
立
し
た
。
一
時
衰
退
し
た
が
、

も
一
度
！
鎌
倉 
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天
正
五
年
（15

7
7

）
に
「
祐
与
上
人
」
に
よ
り
中
興
さ

れ
、
本
尊
は
薬
師
如
来
と
伝
え
ら
れ
る
。
本
堂
に
は

「
愛
染
明
王
」
も
安
置
さ
れ
、
境
内
に
は
「
愛
染
か
つ

ら
」
の
木
が
あ
る
。 

こ
の
「
桂
の
木
」
は
戦
前
の
有
名
な
女
優
「
小
暮
実

千
代
」
が
、
当
時
ヒ
ッ
ト
し
た
「
愛
染
か
つ
ら
」
の
映
画

に
出
演
し
、
密
蔵
寺
と
縁
が
で
き
、
昭
和
三
十
年

（19
5

5

）
四
月
、
同
寺
の
本
堂
修
復
の
祝
賀
行
事
に

招
か
れ
た
時
に
植
樹
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す 

 

「 

本
蓮
寺 

」 

 

現
在
は
日
蓮
宗
寺
院
と
な
っ
て
い
る
が
、
創
建
の

歴
史
は
古
く
、
も
と
も
と
は
密
教
寺
院
で
、
飛
鳥
時

代
の
推
古
天
皇
三
年
（59

5

）
に
建
立
さ
れ
た
と
伝

わ
る
。
そ
れ
が
推
測
で
す
が
、
弘
法
大
師
が
東
国
布

教
の
折
（
平
安
時
代
西
暦
八
百
年
後
半
）
、
真
言
宗
密

教
寺
院
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

元
暦
年
中
（11

8
4

-8
5

）
に
は
、
源
頼
朝
が
再
建

し
た
と
い
う
。
文
覚
上
人
に
命
じ
、
江
の
島
に
「
弁
財 

天
」
を
勧
請
さ
せ
、
寿
永
元
年
（11

8
2

）
に
は
密
か
に

奥
州
の
「藤
原
秀
衡
」
の
調
伏
祈
願
を
行
っ
て
い
た
。 

そ
の
調
伏
祈
願
に
参
列
す
る
頼
朝
が
、
こ
の
寺
の
門

前
の
松
に
馬
を
繋
ぎ
休
息
し
た
。
そ
の
故
事
に
因
み

「
鎌
倉
殿 

駒
繋
ぎ
の
松
」と
標
示
さ
れ
て
い
る
。 

文
永
八
年
（12

7
1

）
九
月
に
日
蓮
聖
人
が
止
宿
し

た
と
い
わ
れ
、
そ
れ
に
ち
な
ん
で
嘉
元
二
年
（13

0
4

）

日
秀
上
人
が
日
蓮
宗
に
改
宗
、
中
興
再
建
さ
れ
た
と

伝
わ
る
。
長
い
参
道
の
奥
に
は
、
薬
医
門
、
・
本
堂
・鐘

楼
・多
宝
塔
な
ど
が
整
っ
て
い
る
。 

ま
た
、
境
内
に
は
鎌
倉
幕
府
第
六
代
将
軍
「
宗
尊

親
王
」
の
歌
碑
が
あ
り
、
「
帰
り
来
て
又
見
ん
事
も
固

瀬
川
濁
れ
る
水
の
す
ま
ぬ
世
な
れ
ば
」
と
刻
ま
れ
て

い
る
。 

宗
尊
親
王
は
後
嵯
峨
天
皇
を
父
と
し
て
、
建
長
四

年
（12

5
2

）
、
五
代
執
権
北
条
時
頼
に
招
か
れ
、
鎌

倉
に
下
り
、
鎌
倉
幕
府
六
代
将
軍
に
就
任
し
た
。
鎌

倉
幕
府
念
願
の
「皇
族
将
軍
」で
あ
っ
た
。 

 

「 

西
行
も
ど
り
松 

」 

 

鎌
倉
時
代
の
末
期
、
源
平
合
戦
の
時
、
平
重
衡
に

よ
る
南
都
焼
打
ち
に
よ
り
、
東
大
寺
の
大
伽
藍
も
焼

失
し
て
し
ま
っ
た
。
朝
廷
は
、
そ
の
再
建
の
任
を
「
重

源
僧
正
」
に
依
頼
し
た
の
で
あ
っ
た
。
重
源
は
数
々
の

協
力
者
と
庶
民
の
浄
財
を
求
め
て
全
国
に
勧
進
を
行

っ
た
。
協
力
者
の
１
人
に
「
西
行
法
師
」
も
立
ち
上
が

り
、
当
時
の
奥
州
藤
原
王
国
の
「
藤
原
秀
衡
」
へ
の
浄

財
要
請
に
向
か
う
途
次
、
鎌
倉
に
立
ち
寄
り
「
源
頼

朝
」と
も
会
っ
て
い
る
。 

物
語
は
、
西
行
法
師
が
、
こ
の
枝
葉
の
見
事
な
松

の
木
を
見
て
、
都
が
恋
し
く
な
り
、
思
は
ず
都
の
方

を
振
り
返
り
枝
を
西
方
に
ね
じ
り
向
け
た
た
め
松
も

幹
の
途
中
か
ら
西
方
に
曲
が
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。 

 

ま
た
、
説
明
板
の
後
半
に
は
別
の
西
行
伝
説
も
記

さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
松
の
近
く
に
は
、
杉
山
検
校

寄
進
の
「
西
行
の
も
ど
り
松
」と
刻
ま
れ
た
江
ノ
島
道

の
名
所
案
内
道
標
が
建
っ
て
い
る
。 

 

「寛
文 

庚
申
供
養
塔
」（藤
沢
市
文
化
財
） 

 

庚
申
信
仰
は
、
十
干
十
二
支
に
よ
っ
て
、
六
十
日

に
一
度
め
ぐ
っ
て
く
る
「
庚
申
」
の
日
に
、
そ
の
夜
は

眠
ら
ず
「
無
病
息
災
・
大
願
長
寿
」
な
ど
を
願
う
信
仰

で
、
中
国
の
道
鏡
の
教
え
で
あ
る
。
平
安
時
代
は
朝

廷
の
行
事
で
あ
っ
た
が
、
時
代
が
下
っ
て
江
戸
時
代
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の
万
治
・
寛
文
頃
（16

5
8

-7
2

）
に
は
、
庶
民
に
も
こ

の
信
仰
は
広
が
っ
て
い
た
。 

そ
の
源
流
は
、
体
内
に
い
る
三
尺
（
さ
ん
し
）
の
虫

が
、
庚
申
の
夜
、
天
帝
に
そ
の
人
の
日
常
の
罪
科
が

告
げ
ら
れ
、
命
が
縮
め
ら
れ
る
と
い
う
。
そ
の
た
め

講
中
の
人
々
が
、
当
番
の
家
で
眠
ら
ず
酒
食
歓
談
し

て
朝
を
迎
え
る
と
い
う
都
合
の
い
い
話
と
な
っ
て
い

る
。 

 

「 

常
立
寺
（じ
ょ
う
り
ゅ
う
じ
） 

」 

 

開
山
は
「
日
豪
」
で
、
室
町
時
代
の
永
正
年
間

（15
0

4
-2

1

）
と
い
わ
れ
る
。
も
と
は
真
言
宗
の
回

向
院
利
生
寺
と
い
う
名
で
あ
っ
た
が
、
日
蓮
宗
に
改

宗
し
た
。 

文
永
五
年
（12

6
8

）
モ
ン
ゴ
ル
（
元
・
ゲ
ン
）
皇
帝

フ
ビ
ラ
イ
か
ら
通
交
を
求
め
る
国
書
を
届
け
る
使
者

が
、
朝
廷
と
鎌
倉
幕
府
に
派
遣
さ
れ
て
き
た
。
そ
の

後
も
、
た
び
た
び
使
者
が
来
日
し
た
が
、
こ
れ
の
返

書
へ
は
無
視
し
続
け
た
。 

文
永
十
一
（12

7
4

）
十
月
、
い
よ
い
よ
元
・
高
麗

軍
が
来
襲
し
対
馬
・
壱
岐
両
島
を
侵
略
し
九
州
本
土

を
狙
っ
た
が
、
夜
に
は
暴
風
雨
に
な
り
、
多
く
の
軍
船

は
沈
没
し
、
早
々
と
撤
退
し
て
い
っ
た
。 

元
の
フ
ビ
ラ
イ
皇
帝
は
、
建
冶
元
年
（12

7
5

）
四

月
、
日
本
の
朝
貢
と
服
属
勧
告
の
国
書
を
持
参
し
た

「
杜
世
忠
（
と
せ
い
ち
ゅ
う
）
」
等
、
五
人
の
使
者
を
派

遣
し
て
き
た
。
朝
廷
は
そ
の
判
断
を
鎌
倉
幕
府
に
委

ね
た
が
、
八
代
執
権
・
北
条
時
宗
は
、
断
固
た
る
決
意

を
も
っ
て
、
龍
ノ
口
で
斬
首
し
て
し
ま
う
。 

そ
の
杜
世
忠
ら
元
の
使
者
五
人
は
、
当
寺
に
葬
ら

れ
、
「
元
使
塚
」
と
伝
え
ら
れ
る
五
基
の
五
輪
塔
が
建

て
ら
れ
て
い
る
。
処
刑
か
ら
六
百
五
十
年
後
の
大
正

十
四
年
（19

2
5

）新
た
な
「元
使
塚
」の
供
養
塔
が
建

て
ら
れ
て
い
る
。 

ま
た
、
元
横
綱
・
朝
青
龍
な
ど
も
お
詣
り
し
、
モ
ン

ゴ
ル
の
英
雄
の
印
の
青
い
布
が
巻
か
れ
て
い
る
。 

 

「 

龍
口
明
神
社
の
旧
社
殿 

」 

 

津
・
腰
越
の
鎮
守
で
、
御
祭
神
は
「
玉
依
比
売
命

（
た
ま
よ
り
ひ
め
の
み
こ
と
）
」
で
す
が
、
こ
こ
の
社
地

は
藤
沢
市
片
瀬
に
あ
る
鎌
倉
市
津
の
飛
び
地
に
属
す

た
め
、
氏
子
の
要
望
で
昭
和
五
十
三
年
（19

7
8

）
に

鎌
倉
市
腰
越

1
5

4
8

-4

の
地
に
新
社
殿
を
建
立
し

遷
座
さ
れ
た
。 

龍
口
明
神
社
の
縁
起
が
面
白
い
の
で
、
少
し
書
い

て
み
ま
し
ょ
う
。 

昔
、
深
沢
の
湖
水
に
、
五
つ
の
頭
を
持
つ
龍
が
住

ん
で
暴
れ
、
人
々
を
苦
し
め
て
い
た
。
欽
明
天
皇
十

三
年
（55

2

）の
四
月
頃
、
暗
雲
覆
い
台
地
が
振
動
す

る
う
ち
に
、
雲
上
か
ら
天
女
が
現
れ
、
海
中
か
ら
は

波
を
か
き
分
け
島
が
出
現
し
、
天
女
が
そ
の
島
に
降

り
て
き
た
。
五
頭
龍
は
、
こ
の
天
女
の
美
し
さ
に
見

と
れ
て
、
天
女
へ
と
求
婚
し
た
。 

天
女
は
悪
さ
を
す
る
こ
と
は
許
し
が
た
い
こ
と
だ

と
、
そ
の
求
婚
を
断
る
。
五
頭
龍
は
、
天
女
の
教
え
に

従
い
、
こ
れ
か
ら
は
世
に
害
毒
を
及
ぼ
す
こ
と
は
し

な
い
と
誓
っ
た
の
で
、
天
女
は
そ
れ
を
受
け
入
れ
夫

婦
に
な
っ
た
と
い
う
。
天
女
は
「弁
財
天
」で
あ
り
、
海

中
か
ら
の
出
現
し
た
島
は
「
江
の
島
」
と
い
う
こ
と
に

伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
龍
口
明
神
社
は
、
こ
の
五

頭
龍
が
祭
神
と
し
て
祀
ら
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ

の
よ
う
な
伝
説
か
ら
「江
島
神
社
」
と
「龍
口
明
神
社
」

は
夫
婦
（め
お
と
）神
社
と
も
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。 

ま
た
、
龍
が
誓
い
を
立
て
た
時
、
南
を
向
い
て
「
山
」
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と
化
し
た
。
そ
れ
が
龍
口
山
で
あ
る
と
い
い
、
龍
口

寺
背
後
の
山
並
み
を
龍
の
姿
に
似
せ
て
、
龍
ノ
口
（
た

つ
の
く
ち
）
は
、
そ
の
「
口
」
と
み
な
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

そ
れ
が
「
地
名
」
と
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

 

「 

龍
口
刑
場
跡 
」 

 

こ
の
龍
ノ
口
の
地
は
、
そ
の
歴
史
は
古
く
、
源
頼

朝
が
石
橋
山
で
平
家
打
倒
の
旗
揚
げ
を
し
た
と
き
に

敵
対
し
た
「
大
場
景
親
」
が
頼
朝
を
追
い
詰
め
る
が
、

逆
襲
さ
れ
、
治
承
四
年
（11

8
0

）
十
月
、
こ
の
地
で

処
刑
さ
れ
た
。 

文
治
五
年
（11

8
9

）
六
月
に
は
、
奥
州
藤
原
泰
衡

に
攻
め
ら
れ
自
刃
し
た
「
源
義
経
」
の
首
が
、
奥
州
か

ら
「
黒
漆
（
こ
く
し
つ
）
の
櫃
（
ひ
つ
）
に
、
美
酒
に
浸
さ

れ
」
首
実
検
の
た
め
運
ば
れ
て
き
た
。
首
実
検
に
は
、

和
田
義
盛
と
梶
原
景
時
が
立
ち
合
い
、
検
分
の
後
に

は
片
瀬
の
浜
に
棄
て
流
さ
れ
た
と
い
う
。 

ま
た
、
建
暦
三
年
（12

1
3

）
五
月
、
今
度
は
北
条

義
時
に
敗
れ
た
「
和
田
一
族
」
の
首
が
梟
（
さ
ら
）
さ
れ

た
と
い
う
。 

こ
の
刑
場
の
名
が
広
ま
っ
た
の
は
、
な
ん
と
い
っ
て

も
、
日
蓮
上
人
の
龍
ノ
口
法
難
で
あ
る
。 

文
永
八
年
（12

7
1

）
九
月
、
日
蓮
上
人
は
松
葉
ヶ

谷
の
草
庵
を
急
襲
さ
れ
、
幕
府
評
定
所
に
連
行
さ
れ
、

佐
渡
島
へ
の
遠
流
が
判
決
さ
れ
た
。
し
か
し
、
流
罪

の
裏
に
は
連
行
の
途
中
で
梟
首
す
る
こ
と
が
決
ま
っ

て
い
た
。 

日
蓮
上
人
の
護
送
一
行
が
龍
ノ
口
刑
場
に
子
の
刻

（
真
夜
中
零
時
）
に
着
き
、
日
蓮
上
人
を
馬
か
ら
下
し
、

斬
首
の
刑
を
執
行
し
よ
う
と
し
た
時
、
俄
か
に
、
江

の
島
方
面
か
ら
、
大
き
な
光
る
月
の
よ
う
な
鞠
（ま
り
）

が
辰
巳
（東
南
）か
ら
戌
亥
（西
北
）
に
か
け
て
輝
き
飛

ん
で
い
っ
た
。
斬
首
し
よ
う
と
し
た
武
士
は
目
が
く

ら
み
倒
れ
、
そ
の
刀
も
折
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
こ

の
事
件
に
よ
り
日
蓮
上
人
は
斬
首
を
免
れ
流
罪
と
な

っ
た
の
で
す
。 

そ
の
後
の
記
録
は
、
前
述
し
た
元
の
使
者
杜
世
忠

ら
五
人
を
建
冶
元
年
（12

7
5

）
四
月
、
斬
首
し
た
こ

と
と
な
っ
て
い
る
。 

 

「 

龍
口
寺 

」 

 

建
武
四
年
（13

3
7

）
、
日
法
上
人
が
、
日
蓮
聖
人

法
難
跡
の
地
に
自
作
の
祖
師
日
蓮
聖
人
像
と
斬
首
さ

れ
よ
う
と
し
た
時
の
「
敷
皮
石
」を
安
置
し
一
宇
を
建

立
し
た
の
が
「
龍
口
寺
」
の
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
、
鎌
倉
・
津
村
の
島
村
采
女
か
ら
の
土
地
の

寄
進
を
受
け
、
慶
長
六
年
（16

0
1

）
日
尊
上
人
が
一

寺
と
し
て
創
建
し
た
。 

本
堂
は
天
保
三
年
（18

3
2

）欅
造
銅
板
葺
き
の
間

口
十
二
間
奥
行
十
五
間
の
大
き
な
伽
藍
と
し
て
建
立

さ
れ
た
。
中
央
に
は
、
創
立
者
の
日
法
上
人
の
自
作

の
日
蓮
聖
人
像
を
安
置
し
、
脇
陣
に
日
蓮
宗
の
六
老

僧
（
日
昭
・
日
朗
・
日
興
・
日
向
・
日
頂
・
日
持
の
高
弟

六
人
）
の
木
像
ら
諸
仏
像
。
ま
た
、
清
正
公
の
木
像

（加
藤
清
正
を
日
蓮
宗
の
守
護
神
と
し
て
祀
る
）
も
安

置
さ
れ
て
い
る
。 

ま
た
、
日
蓮
聖
人
が
龍
ノ
口
刑
場
で
斬
首
さ
れ
よ

う
と
し
た
時
座
っ
た
石
の
上
に
皮
が
敷
か
れ
た
の
で
、

「
敷
皮
石
」
と
言
わ
れ
、
そ
れ
が
「
霊
宝
」
大
切
に
安
置

さ
れ
て
い
る
。 

日
蓮
聖
人
が
処
刑
の
と
き
入
れ
ら
れ
た
「土
牢
」が

日
蓮
聖
人
の
銅
像
が
安
置
さ
れ
「
御
霊
窟
」
と
な
っ
て

い
る
。
そ
し
て
、
右
手
に
は
「
鐘
楼
堂
」
が
あ
る
が
、
昭

和
四
十
五
年
（19

7
0

）
、
龍
ノ
口
法
難
七
百
年
を
記
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念
し
て
「
中
山
法
華
経
寺
」
（
千
葉
県
市
川
市
中
山
）

か
ら
移
築
さ
れ
た
と
い
う
。
ま
た
、
大
書
院
は
、
昭
和

初
期
信
州
松
代
の
養
蚕
御
殿
（
旧
松
代
藩
邸
）
を
移

築
し
た
も
の
と
い
う
。
立
派
な
五
重
塔
は
、
明
治
四

十
三
年
（19

1
0

）
竣
功
し
た
神
奈
川
県
唯
一
の
木
像

五
重
塔
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

「 

法
源
寺 

」 

 

創
建
は
、
文
保
（
ぶ
ん
ぽ
う
）
二
年
（13

1
8

）
で
、

日
行
阿
闍
梨
が
開
山
さ
れ
た
と
い
う
。
お
寺
の
建
っ

て
い
る
場
所
は
、
龍
ノ
口
刑
場
で
処
刑
さ
れ
た
人
々

を
葬
っ
た
場
所
と
い
う
。
本
堂
に
は
本
尊
の
曼
荼
羅

と
日
蓮
聖
人
像
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
境
内
に

は
、
日
蓮
聖
人
の
守
護
神
と
伝
え
ら
れ
る
「
経
一
文

殊
稲
荷
大
善
神
」
が
祀
ら
れ
て
い
る
。 

 

「 

浄
泉
寺 

」 

 

開
山
は
弘
法
大
師
と
伝
え
ら
れ
る
が
、
創
健
の
年

次
や
縁
起
は
詳
ら
か
で
は
な
い
。
弘
治
四
年
（15

5
8

）

に
没
し
た
元
秀
僧
正
が
中
興
開
山
と
な
っ
て
い
る
。

本
堂
は
未
公
開
で
す
が
、
本
尊
は
左
手
に
剣
を
持
ち

体
の
正
面
で
腕
を
交
差
さ
せ
て
い
る
尊
像
で
「左
剣 

不
動
明
王
」と
呼
ば
れ
て
い
る
。 

ま
た
、
明
治
新
政
府
の
発
布
し
た
「
神
仏
判
然
令
」

で
廃
寺
に
追
い
込
ま
れ
る
多
く
の
寺
院
の
中
で
は
珍

し
く
、
大
正
六
年
（19
1
7

）七
月
ま
で
、
小
動
神
社
の

別
当
を
務
め
て
い
た
。
見
方
に
よ
っ
て
は
非
常
に
「
運
」

の
強
い
お
寺
と
思
わ
れ
る
。 

 

「 

小
動
（こ
ゆ
る
ぎ
）
神
社
」 

 

平
治
の
乱
（11

5
9

）
か
ら
逃
れ
て
き
た
佐
々
木
四

兄
弟
は
、
源
頼
朝
が
平
家
打
倒
に
立
ち
上
が
っ
た
時
、

次
男
「
経
高
」
は
源
平
合
戦
の
一
番
矢
を
放
ち
、
四
男

「
高
綱
」は
宇
治
川
合
戦
の
一
番
乗
り
で
歴
史
に
名
が

残
る
大
活
躍
す
る
の
で
す
。
三
男
佐
々
木
三
郎
盛
綱

は
、
源
範
頼
軍
に
参
加
し
壇
ノ
浦
で
は
大
活
躍
し
鎌

倉
幕
府
創
立
に
貢
献
し
ま
す
。 

そ
の
「
盛
綱
」
が
文
治
年
間
（11

8
5

-9
0

）
、
江
の

島
弁
財
天
参
詣
の
途
中
、
小
動
﨑
に
立
ち
寄
り
、
そ

の
風
光
と
風
も
な
い
の
に
枝
葉
が
静
か
に
揺
れ
、
琴

の
奏
で
る
妙
音
が
聞
こ
え
る
「
小
動
の
松
」
に
魅
せ
ら

れ
、
往
時
の
領
地
・
近
江
国
か
ら
「
八
王
子
宮
」
を
勧

請
し
た
も
の
と
い
う
。
そ
し
て
、
「
八
王
子
宮
」と
し
て
、

腰
越
の
鎮
守
と
し
て
鎮
座
し
た
。 

明
治
と
な
り
、
新
政
府
の
「
神
仏
判
然
令
」
に
よ
り

明
治
四
十
二
年
（19

0
9

）近
隣
の
諏
訪
神
社
を
合
祀

し
て
「小
動
神
社
」
の
神
社
名
と
な
っ
た
。 

現
代
版
の
事
件
と
し
て
は
、
太
宰
治
が
昭
和
五
年

（19
3

0

）
十
一
月
、
こ
の
岬
で
心
中
事
件
を
起
こ
し
、

自
身
は
漁
船
に
助
け
ら
れ
る
が
、
相
手
の
女
性
は
水

死
し
て
し
ま
う
。
後
年
太
宰
は
こ
の
事
件
を
題
材
に

し
た
「道
化
の
華
」を
起
稿
し
て
い
る
。 

 

「 

満
福
寺 

」 

 

寺
伝
で
は
、
開
山
は
「
行
基
大
僧
正
」
で
、
天
平
十

六
年
（74

4

）
創
建
と
伝
わ
る
古
刹
で
あ
り
ま
す
。
承

安
三
年
（11

7
3

）に
没
し
た
「
高
範
僧
正
」が
中
興
開

山
し
た
と
伝
わ
る
。
本
尊
は
、
室
町
時
代
作
と
言
わ

れ
る
「
木
造
薬
師
如
来
立
像
」で
す
。 

こ
の
お
寺
を
一
躍
後
世
ま
で
も
有
名
に
し
た
の
は

「
腰
越
状
」
の
一
件
で
あ
り
ま
す
。
物
語
は
義
経
で
す
。 

源
義
経
は
、
文
治
元
年
（11

8
5

）
三
月
、
平
氏
一
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門
を
壇
ノ
浦
の
合
戦
に
於
い
て
平
家
一
門
を
壊
滅
に

追
い
込
み
、
意
気
揚
々
と
都
へ
凱
旋
す
る
と
、
朝
廷

の
「
後
白
河
法
皇
」
へ
の
拝
謁
が
受
け
ら
れ
、
さ
ら
に

京
都
守
護
の
官
位
「
検
非
違
使
」
を
授
与
さ
れ
る
よ
う

に
大
歓
待
を
受
け
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。 

そ
し
て
、
絶
世
の
美
女
と
讃
え
ら
れ
る
「
静
御
前
」

を
も
得
て
、
こ
の
一
瞬
の
時
が
、
義
経
！
最
高
の
幸

わ
せ
の
時
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
都

で
の
祝
賀
や
戦
後
処
理
を
終
え
、
次
に
は
「
鎌
倉
殿
・

頼
朝
」
へ
の
凱
旋
報
告
の
た
め
、
捕
虜
と
し
た
平
家
の

総
大
将
「
平
宗
盛
」
父
子
を
引
き
連
れ
、
鎌
倉
へ
と
下

る
の
で
し
た
。 

義
経
一
行
は
、
鎌
倉
の
極
楽
寺
口
よ
り
大
歓
迎
の

凱
旋
と
思
い
き
や
、
待
機
し
て
い
た
「
北
条
時
政
」
に

近
く
の
「
満
福
寺
」
で
待
機
す
る
よ
う
言
わ
れ
、
「
平

宗
盛
」
父
子
だ
け
を
連
れ
て
行
っ
て
し
ま
っ
た
。
義
経

本
人
の
鎌
倉
入
り
は
拒
否
続
け
ら
れ
た
。 

こ
の
拒
否
行
為
に
義
経
は
、
政
所
別
当
・
大
江
広

元
を
「
鎌
倉
殿
」
へ
の
取
次
と
し
て
嘆
願
状
を
提
出
す

る
の
で
す
。
こ
の
書
状
が
後
世
に
有
名
に
な
る
「
腰
越

状
」
な
の
で
す
。 

し
か
し
、
こ
れ
を
も
っ
て
し
て
も
「
鎌
倉
殿
」
の
勘

気
は
解
け
ず
、
面
通
し
の
終
え
た
「
平
宗
盛
」
父
子
を

引
き
連
れ
「
恨
み
の
塊
」
と
な
っ
て
京
へ
帰
っ
て
い
く

の
で
す
。 

 

「 

行
合
川
（ゆ
き
あ
い
が
わ
） 

」 

 

文
永
八
年
（12

7
1

）
九
月
、
佐
渡
島
へ
の
流
罪
は

口
実
で
、
実
は
龍
ノ
口
刑
場
で
処
刑
が
決
ま
っ
て
、
イ

ザ
、
斬
首
の
時
、
奇
瑞
が
出
現
し
、
刑
の
執
行
が
不
能

と
な
り
、
そ
の
旨
を
幕
府
に
伝
え
る
使
者
が
走
り
出

し
た
。 

一
方
、
執
権
北
条
時
宗
の
御
台
所
（
後
の
覚
山
尼
）

が
産
み
月
を
迎
え
、
こ
の
よ
う
な
時
に
殺
生
は
禁
ず

る
こ
と
に
習
い
、
急
遽
「
日
蓮
赦
免
」
の
使
者
を
出
し

走
り
出
し
た
。
こ
の
使
者
の
両
者
が
偶
然
に
も
、
こ

の
川
で
出
合
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
こ
の
川

は
「
行
合
川
」と
名
付
け
ら
れ
た
と
い
う
。 

 

「 

日
蓮
聖
人
祈
雨
旧
跡 
」 

 

文
永
八
年
（12

7
1

）六
月
鎌
倉
は
大
旱
魃
に
襲
わ

れ
た
。
時
の
執
権
・
北
条
時
宗
は
、
極
楽
寺
の
「
忍
性

上
人
」に
「
田
辺
ヶ
池
」
の
畔
で
、
「雨
乞
い
」の
祈
祷
を

命
じ
た
が
、
そ
の
効
果
は
一
切
表
れ
ず
、
そ
の
祈
祷

は
不
成
功
に
終
わ
っ
た
。
こ
の
時
、
日
蓮
聖
人
は
忍

性
上
人
の
法
力
不
足
を
鋭
く
突
き
誹
謗
し
た
と
い
う
。

こ
の
こ
と
が
忍
性
上
人
の
逆
恨
み
と
な
り
、
幕
府
に

訴
え
ら
れ
龍
ノ
口
刑
場
へ
と
繋
が
っ
て
い
く
の
で
あ

る
。 日

蓮
伝
説
で
は
、
忍
性
上
人
に
代
わ
っ
て
、
日
蓮

聖
人
が
池
の
ほ
と
り
で
雨
乞
い
の
祈
祷
を
す
れ
ば
、

た
ち
ま
ち
慈
雨
が
降
り
だ
し
た
と
い
う
。 

こ
の
伝
説
が
、
「
日
蓮
聖
人
雨
乞
い
の
地
と
な
り
、

「
霊
光
寺
」
と
い
う
日
蓮
宗
の
お
寺
に
発
展
し
て
い
く

の
で
す
。
こ
こ
に
は
日
蓮
聖
人
の
威
光
を
表
す
、 

「
日
蓮
聖
人
祈
雨
霊
像
」
の
銅
像
が
祀
ら
れ
、
そ
の

他
数
々
の
石
塔
が
あ
り
、
「
日
蓮
聖
人
」
の
も
の
凄
い

パ
ワ
ー
の
感
じ
ら
れ
る
場
所
か
も
し
れ
な
い
。 

 

     

完 

鎌
倉
楽
し
む
会
の
ガ
イ
ド
資
料 

忍
性 

松
尾
剛
次 

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房 

日
蓮
と
鎌
倉 

市
川
浩
史 

吉
川
弘
文
館 

鎌
倉
史
跡
散
策 

神
谷
道
倫 

か
ま
く
ら 

春
秋
社 

パ
ソ
コ
ン 

ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア 

参考文献 


